
 
 

銀行名 武蔵野銀行 

タイトル 小学生向け金融教室 

取組み内容 

地域の子どもたちに、お金の役割や銀行業務について学ぶ機会を積極的に提供

しています。 

・営業店での「職場見学会」・「職場体験学習」開催（随時） 

・県内ＮＰＯ法人による子育て支援イベント「こども☆夢☆未来フェスティバ

ル」における金融教室ブース出展（25年～） 

・金融教室「武蔵野銀行のお仕事体験～目指せ日本一の銀行員～」開催 

（毎年 8月、28年度は 19か店で開催） 
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銀行名 武蔵野銀行 

タイトル 小学生向け学校コンサート 

取組み内容 

プロの演奏する素晴らしい音楽に触れる機会を提供することを目的に、ヴァイ

オリニストの吉田恭子さんにご協力いただき、21年度より小学校の音楽室等で

ヴァイオリンコンサートを開催しています。28 年 7 月までに 30 校で約 2,400

名の児童を対象に開催しました。 
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銀行名 武蔵野銀行 

タイトル 小学生向けサッカー教室 

取組み内容 

地域の子どもたちにスポーツの楽しさを理解してもらえればと、サッカー   

J リーグ、大宮アルディージャのコーチの方々にご協力いただき、２４年度  

より小学生向けサッカー教室を年１回開催しています。 
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銀行名 武蔵野銀行 

タイトル 公益信託を通じた環境保全活動への助成 

取組み内容 

「公益信託武蔵野銀行みどりの基金」は、4 年 7 月、埼玉県内における自然環

境保全及び創出に資する事業に対し活動資金を助成することにより、美しく住

み良い 環境づくりに貢献することを目的として創設されました。 

２８年度までの助成実績は延べ２２２団体、総額約６，４００万円となりまし

た。 
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銀行名 千葉銀行 

タイトル ｢ひと｣の未来を育む活動 

取組み内容 

名称 取組み時期 内容 

ちばぎんハート

フル福祉基金 

平成21年～ 

継続中 

千葉県内で社会福祉活動を行う団体等に対

して、資金面での支援を行っています。 

これまで計 76先に総額約 41百万円の助成を

実施しました。 

ちばぎんひまわ

りコンサート 

平成元年～ 

継続中 

地域のお客さまと音楽をつうじてふれあう

ことを目的として、さまざまなジャンルのコ

ンサートをお届けしています。 

店頭やＨＰで観客を募集し、取引の有無にか

かわらず無料でご招待しています。 

ちばぎんひまわ

り寄席 

平成25年～ 

継続中 

笑いで地域を元気にしたい、という思いを込

めて、著名な落語家などによる寄席を開催して

います。 

店頭やＨＰで観客を募集し、取引の有無にか

かわらず無料でご招待しています。 

ちばぎんカップ 平成７年～ 

継続中 

（平成26年

開催なし） 

地域スポーツ振興の観点から、千葉県内に

拠点を置くプロサッカーチームのプレシーズ

ンマッチに特別協賛しています。 

あわせて、開催地の自治体をつうじて、障が

い者の方々を無料でご招待しています。 

ちばぎんひまわ

りギャラリー 

平成26年～ 

継続中 

有名作家による「企画展」、千葉にゆかりの

ある作家による「公募展」を開催し、無料で

解放しています。 

オープンからこれまでに３万５千人以上のお

客さまにご来場いただきました。 

ちばぎんフィル

ムライブラリー 

昭和38年～ 

継続中 

幼稚園や子供会、福祉施設など地域の団体

に、幅広いジャンルのフィルムや映写機材を

当行の本・支店窓口を通じて無料でお貸し出

ししています。 

幼稚園へのオー

ケストラ派遣 

平成25年～ 

継続中 

子どもたちに「本物」の文化に触れてもら

うため、「公益財団法人ちばぎんみらい財団」

をつうじて、県内の幼稚園にミニオーケスト

ラを派遣しています。 

エコノミクス甲

子園 

平成21年～ 

継続中 

県内高校生への金融知力普及を目的として、

金融や経済に関するクイズ大会を千葉興業銀

行と共同で開催しています。 
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名称 取組み時期 内容 

寄付講座 平成19年～ 

継続中 

地元の千葉大学にて、野村證券と共同で寄

付講座を実施しています。 

職員が教壇に立ち、銀行の役割や地元経済の

動向などに関する講義を行います。 

職場体験 （開始時期

不明） 

継続中 

地域の小中高生を対象に、本支店で、銀行業務

の解説をはじめ、店内・ＡＴＭコーナーの見学

やビジネスマナー体験等を実施しています。 

ちばぎん金融資

料室 

平成25年～ 

継続中 

当行と前身銀行を中心とした金融史や、発展を

遂げてきた千葉県の姿を展示・紹介するととも

に、お子さま連れにも楽しんでいただけるよ

う、お金について楽しく学べるサイネージなど

を設置しています。 
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銀行名 千葉銀行 

タイトル ｢環境｣の未来を育む活動 

取組み内容 

名称 取組み時期 内容 

ちばぎんの森 平成15年～ 

継続中 

温暖化対策や防災対策の観点から、県内２

ヵ所（長生郡白子町、山武郡蓮沼町）で、育

樹活動を行っています。また、ボランティア

による下草刈りを定期的に実施しています。 

省エネ・エコセ

ミナー 

平成24年～ 

継続中 

中小企業の経営者や担当者に対して「省エ

ネ」を切り口とした情報提供を行い、お客さ

まの経営体質改善と環境問題への主体的な取

り組みを支援することを目的として開催して

います。来場者に対して省エネ診断業者等と

の個別相談の場も提供しています。 

エコカーの導入 平成23年～ 

継続中 

ハイブリッドカーや電気自動車など、排出

ガスの少ない車を営業車として多く活用して

います。また、水素を燃料とする新型燃料電

池自動車「ＭＩＲＡＩ」を県内でいちはやく

導入しました。 

21 世紀金融行動

原則への署名 

平成23年 「地球の未来を憂い、持続可能な社会の形

成のために必要な責任と役割を果たしたい」

という本原則の趣旨に賛同し、平成 23 年よ

り、署名・参加しています。 

節電活動 平成18年～ 

継続中 

クールビズ・ウォームビズの実施、空調の

設定温度の見直しや事務機器の使用を控える

などの活動に取り組んでいます。 

平成 22 年よりライトダウンキャンペーン

に参加、平成 26年より「Fun to Share」に署

名しています。 

クリーンウォー

ク 

平成15年～ 

継続中 

当行役職員・OBで構成するボランティア組織

｢Ｖネットクラブ｣を中心として、地域の環境美

化・保全を目的に、県内各地で定期的に清掃活

動に取り組んでいます。 
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銀行名 千葉銀行 

タイトル ｢産業｣の未来を育む活動 

取組み内容 

名称 取組み時期 内容 

ひまわりベンチ

ャー育成基金 

平成10年～ 

継続中 

千葉県経済の健全な発展と活性化のため、千

葉県内のベンチャー企業に対する支援、県内の

経済産業に関する調査研究や情報の提供を行

っています。 

ちばぎん・研究

開発助成制度 

平成24年～ 

継続中 

地元の千葉大学、千葉工業大学と共同で研究

開発を行う中小企業を対象に、その費用の一部

を助成しています。 

ちばぎん・学生

版ビジネスアイ

デアコンテスト 

平成24年～ 

継続中 

学生の起業家志向を育てるため、地域活性

化につながるビジネスモデルを募集していま

す。そのうち、特に優れた事業には表彰を行

っており、表彰された学生には起業に向けた

サポートなども行っています 

ちばぎんマルシ

ェ 

平成23年～ 

継続中 

地元自治体と協力し、農産品販売の「場」を

提供することで、県内の農業生産者、食品加工

業者を応援しています。 

中小企業従業員

の海外視察派遣

事業 

平成25年～ 

継続中 

国際的な感覚を養っていただくため、「公益

財団法人ちばぎんみらい財団」をつうじて、中

小企業従業員の方々の海外視察を支援してい

ます。 
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銀行名 千葉興業銀行 

タイトル 夏休み探検隊「サマーキッズスクール2015」の開催 

取組み内容 

次世代育成支援を目的に、平成19年より実施している金融教育・しごと体験イベ

ントで、平成27年で9回目の開催となりました。 

ＱＶＣマリンフィールドにて、千葉県内在住、または千葉県内の学校に通う小学校

5・6年生30名を対象に、 

・千葉商科大学人間社会学部教授 伊藤宏一先生を講師に、お金の意味や使い道な

どについての学び 

・当日開催された千葉ロッテマリーンズ公式戦にあわせ、試合プログラムの販売に

よるしごと体験 

・プログラム販売によって得たお金の使い方を考える 

以上3点をテーマとして開催されました。 

実際に「働く」事を体験し、使い道を考える事によって、よりお金に関する理解を

深めてもらいました。 
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今 年 も 子 ど も た ち の た め の“ お 金 ”に 関 す る 体 験 学 習 講 座 、夏休夏休夏休夏休みみみみ体験隊体験隊体験隊体験隊「「「「サマーキッサマーキッサマーキッサマーキッ

ズスクールズスクールズスクールズスクール２０１２０１２０１２０１５５５５」」」」を 開 催 し ま す 。 み な さ ん 奮 っ て ご 応 募 く だ さ い 。  

 
 

 

 
 

１１１１ ．．．． おおおお 金金金金 についてについてについてについて 学学学学 ぼうぼうぼうぼう ！！！！     

子 ど も た ち に 対 す る 金 融 教 育 の 分 野 で 豊 富 な 経 験 を 持 つ  伊 藤 宏 一 先 生  

(千葉商科大学人間社会学部教授)か ら “ お 金 ” に つ い て「「「「学学学学びびびび」」」」ま す 。  

 

２２２２ ．．．． 体験体験体験体験 しようしようしようしよう ！！！！     

 QVC マ リ ン フ ィ ー ル ド 内 で 、 当 日 の 試 合 プ ロ グ ラ ム を 当 行 行 員 と 一 緒 に  

販 売 し「「「「しごとしごとしごとしごと」」」」（ 働 い て お 金 を 稼 ぐ ） を 体 験 し ま す 。  

 

３３３３ ．．．． 使使使使 いいいい 方方方方 をををを 考考考考 えてえてえてえて みようみようみようみよう ！！！！     

し ご と に よ り 得 た “ お 金 ” の「「「「使使使使いいいい方方方方」」」」を 銀 行 員 と 一 緒 に 考 え ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

≪≪≪≪ サマーキッズスクールサマーキッズスクールサマーキッズスクールサマーキッズスクール ・・・・ 応募要領応募要領応募要領応募要領 ≫≫≫≫     
 

【開 催 日 時】 平成平成平成平成 2222７７７７年年年年８８８８月月月月８８８８日日日日（（（（土土土土）））） 

開始開始開始開始時刻時刻時刻時刻    11113333::::００００0000        解散予定時刻解散予定時刻解散予定時刻解散予定時刻    16161616::::00000000 頃頃頃頃    
（ プ ロ グ ラ ム の 内 容 に よ り 変 更 と な る 場 合 が あ り ま す ）  

 

【開 催 場 所】  QVC マ リンフ ィールド  
 

【募 集 人 数】  児童 3０名程 度  
当 日 は 保 護 者 の 方 １ 名 の 付 き 添 い を お 願 い い た し ま す 。  

（ ス ク ー ル へ の 同 伴 は で き ま せ ん の で 予 め ご 了 承 く だ さ い ）  
 

【特 典】   ス ク ール終了 後、当日 の観戦チ ケットを プレゼン ト  

          
 

【参 加 費】   傷 害 保険料と して、１ ００円を ご負担い ただきま す  
（ 往 復 交 通 費 等 は 各 自 の ご 負 担 と な り ま す ）  

 

【応 募 資 格】   千 葉 県内に居 住、また は千葉県 内の学校 に通う小 学校   

５ 年生・６ 年生の児 童  
（ 昨 年 本 ス ク ー ル に 参 加 さ れ た 児 童 は 応 募 対 象 外 と な り ま す ）  

夏休夏休夏休夏休みみみみ体験隊体験隊体験隊体験隊 

サマーキッズスクールサマーキッズスクールサマーキッズスクールサマーキッズスクールのののの内容内容内容内容 
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「「「「 サマーキッズスクールサマーキッズスクールサマーキッズスクールサマーキッズスクール 」＆「」＆「」＆「」＆「 マリーンズマリーンズマリーンズマリーンズ 観戦観戦観戦観戦 」」」」 応募方法応募方法応募方法応募方法     
 

往 復往 復往 復往 復 は がきは がきは がきは がき でででで 下 記事 務 局 宛下 記事 務 局 宛下 記事 務 局 宛下 記事 務 局 宛 てててて ごごごご 応 募応 募応 募応 募 く だ さ いく だ さ いく だ さ いく だ さ い 。。。。     

お 子 さ ま お 一 人 に つ き １ 回 の ご 応 募 と さ せ て い た だ き ま す 。  
 

は が き の 裏 面 に 、 以 下 の 事 項 を ご 記 入 く だ さ い 。  

①  参加参加参加参加 されるされるされるされる 児童児童児童児童 のおのおのおのお 名前名前名前名前 （ ふ り が な を 付 け て く だ さ い ） と 性 別性 別性 別性 別 、、、、 学年学年学年学年  

②  付付付付 きききき 添添添添 いされるいされるいされるいされる 保護者保護者保護者保護者 のののの 方方方方 のおのおのおのお 名前名前名前名前 と 続柄続柄続柄続柄     

③  ごごごご 住所住所住所住所 、、、、 郵便番号郵便番号郵便番号郵便番号 、、、、 付付付付 きききき 添添添添 いのいのいのいの 方方方方 のののの 携帯電話番号携帯電話番号携帯電話番号携帯電話番号  

 

 

 

〒〒〒〒262626261111----0001000100010001     千葉市美浜区幸町千葉市美浜区幸町千葉市美浜区幸町千葉市美浜区幸町 ２２２２ ----１１１１ ----２２２２     

千葉興業銀行千葉興業銀行千葉興業銀行千葉興業銀行     おおおお 客客客客 さまさまさまさま サービスサービスサービスサービス 部部部部 内内内内     

                            サマーキッズスクールサマーキッズスクールサマーキッズスクールサマーキッズスクール 2020202015151515 事務局事務局事務局事務局     行行行行     
 （ Ｔ Ｅ Ｌ ． 043-243-2111）  

 

応 募締切   平成２ ７年７月 ６日（月 ）の消印 まで有効  

 

 

当 落 の 結 果   

抽 選 の 結 果 は ７ 月 １ ７ 日 （ 金 ） ま で に 往 復 は が き 返 信 に て 回 答 い た し ま す 。  

 

ご 当 選 手 続 き  

ご 当 選 さ れ た 方 に は 、 手 続 き 書 類 一 式 を ご 送 付 い た し ま す 。  

こ の 書 類 に 含 ま れ て い る 申 込 書 等 を 期 限 内 に ご 返 送 い た だ け た 方 が 、 最 終 的 に 、  

ス ク ー ル へ 参 加 す る こ と の で き る 受 講 生 と な り ま す 。  

 

期 限 内 に お 申 し 込 み が な い 場 合 、ま た は 期 限 を 過 ぎ た 場 合 は 、当 選 無 効 と な り 次 点  

の 方 が 当 選 と な り ま す の で ご 承 知 お き く だ さ い 。  

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

主 催  千 葉 興 業 銀 行  

 

協 力  千 葉 ロ ッ テ マ リ ー ン ズ  

 

後 援  千 葉 市 教 育 委 員 会  

 

千 葉 県 金 融 広 報 委 員 会  

 

  

 

  

                            

「「「「 サマーキッズスクールサマーキッズスクールサマーキッズスクールサマーキッズスクール 202020201111５５５５ 」」」」 応募方法応募方法応募方法応募方法  

事 務局（応 募先 ） 

★個人情報の取扱いについて 

ご記入いただきました個人情報は、本スクールの運営目的以外には使用いたしません。  

なお、個人情報は当行において適切に保管管理いたします。 
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銀行名 千葉興業銀行 

タイトル 「ちば興銀金融教室」の開催 

取組み内容 

東松戸支店の新規開店記念イベントとして、地元の松戸市立河原塚小学校におい

て、約３００名の児童を対象とした『ちば興銀金融教室』を開催いたしました。 

当行がパートナー契約をしているプロバスケットボールチームの「千葉ジェッ

ツ」（株式会社ＡＳＰＥ 代表取締役 島田 慎二）と共同で開催したものです。

「千葉ジェッツ」の岡田選手と星野選手を講師に招き、お金を稼ぐことの大変さや

大切さ、夢を持つことの大切さをお話いただきました。また選手によるパフォーマ

ンスや全員参加型ゲームを実施し、バスケットボールの楽しさに触れていただく貴

重な機会にもなりました。 
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銀行名 東京都民銀行 

タイトル 「認知症サポーター」養成への取組み 

取組み内容 

【経緯】 

・ 高齢化社会が進展する中、来店するお客さまやご家族に認知症の方もいらっし

ゃることから、地域金融機関としてサポートできないかを検討し、「認知症サ

ポーター」の資格取得の取組みを検討。 

 

【取組み内容】 

・ 平成21年に本部のCSRワーキンググループメンバーが、「認知症サポーター」

の資格を取得したことを契機に、平成 22 年より新入行員研修や受付案内係研

修で「認知症サポーター養成講座」を実施。 

・ 平成23年には、人事・営業部門各2名、計4名の本部行員が、「認知症サポー

ター」を養成するための「認知症サポーター養成講座」を実施できる「キャラ

バンメイト」の資格を取得。 

・ 平成 24 年に本部各部と各営業店に 1 名以上の「キャラバンメイト」を配置す

るために「キャラバンメイト養成研修」を実施。「キャラバンメイト」の資格

を取得した行員による「認知症サポーター養成講座」により、平成 25 年に全

行員が「認知症サポーター」の資格を取得。 

 

【取組みの効果】 

・ 全行員が資格を取得する取組みにより、職員の転勤等があっても常に資格を持

つ行員がお客さまや地域のサポートをできる体制を整備できた。 

・ お客さまや家族の方からも感謝の言葉をいただくことが増え、地域貢献に関す

る行員の意識向上も図れた。 

 

51/158



 
 

銀行名 東京都民銀行 

タイトル 献血への協力 

取組み内容 

【経緯】 

・ 当行のCSR活動のテーマの一つである「地域社会への貢献」の一環として日本

赤十字血液センターによる献血活動に協力。 

 

【取組み内容】 

・ 平成 21 年より本店に会場を設置し、本部行員や関連会社職員による献血活動

を実施。 

 

【取組みの効果】 

・ 平成21年より継続的に実施し、7回目となる平成28年1月は64名が献血。 

・ 平成28年より、八千代銀行でも本店にて献血への協力を実施。グループのCSR

活動として今後も協力していく予定。 
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銀行名 東京都民銀行 

タイトル 「海の森」植樹活動への参加 

取組み内容 

【経緯】 

・ 当行が協力を行ってきた東京都の「緑の東京募金」の一事業として実施される、

「海の森」の整備事業への参加募集があり、当行のCSR活動のテーマの一つで

ある「環境への取組み」の一環として植樹活動に参加。 

 

【取組み内容】 

・ 平成22年より参加。 

・ 平成 27 年 10 月までで 5回、植樹イベントに参加。平成 26 年 11 月、平成 27

年 10 月のイベントには八千代銀行の行員も参加し、グループとして植樹活動

への協力を行った。 

 

【取組みの効果】 

・ 行員の環境保全に関する意識向上が図れたことに加え、参加者やグループ間の

コミュニケーションの活性化を図れた。 

 

 

 

 

53/158



 
 

銀行名 横浜銀行 

タイトル 環境保全活動 

取組み内容 

【動機（経緯）】 

本取組みは、地域の環境を保全し、美しい環境を未来に残す活動。 

 

【取組み内容】 

■ 商品・サービスの提供による環境保全活動 

（１）<はまぎん>ソーラーローン 

  太陽光発電による安全・安心な低炭素社会の実現などをめざし、住宅へのソーラ

ーパネルの普及を支援。 

（２）<はまぎん>環境格付融資制度 

  温暖化対策にかかる設備の導入に際し、環境経営の取組み状況に応じて、金利の

差し引きが受けられるほか、環境省の利子補給事業を利用する場合は、国からの利

子補給金を受け取ることができる融資制度。 

（３）<はまぎん>マイダイレクトにおける電子交付サービス 

  紙資源の削減のため、インターネットバンキングにおいて、封書やはがきで郵送

している投資信託関連の報告書類などを平成２３年度より電子ファイルで交付。加

えて平成２５年度から紙の通帳を発行しないweb専用の無通帳口座サービスを開始。 

（４）環境経営戦略セミナーの実施 

  省エネルギーの方策や補助金の活用、設備投資を通じた環境経営の具体例など、

環境に配慮した経営戦略構築のためのセミナーを開催。 

 

■ 環境に配慮した業務体制の構築 

（１）二酸化炭素排出量削減への取組み 

  二酸化炭素排出量を減らすための省エネルギー活動や節電等をおこなっている。

照明器具では高効率反射板の導入やＬＥＤ照明への更新、空調機については節電効

果の高い新型空調機への更新を実施。また、電力使用状況をモニタリングするオン

デマンド監視装置を導入し、ピーク電力の抑制のため随時電力使用量を確認。 

（２）電気自動車の活用 

  神奈川県の電気自動車普及活動に賛同し、平成２３年度より本店の営業用車両と

して電気自動車を活用。二酸化炭素の排出削減に努めるとともに、本店内に設置し

た充電設備をお客さまに無料開放することで、県内における充電ネットワークの構

築に協力。 

 

■ 寄付やボランティア活動による植栽 

（１）自治体等と連携した緑化活動 

  横浜市等と協力し、都市部での環境浄化植物の植栽や、森林での木の植樹などを

定期的に実施。 

（２）行員による美化活動 

  営業店などが主体となって地域の海岸や河川の清掃活動など参加し、行員がボラ

ンティアとして活動。 
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銀行名 横浜銀行 

タイトル 次世代への取組み 

取組み内容 

【動機（経緯）】 

 本取組みは、地域の将来を担う若い世代に焦点を当て、地域のさらなる活性化と発

展をめざす活動。 

 

【取組み内容】 

■子育てのための環境づくり 

（１）幼稚園の設備投資への積極的な協力 

  幼稚園と保育園の機能をあわせ持つ「認定こども園」の普及や待機児童の減少、

地域の子育て支援の充実等を目的に、幼稚園の設備投資を積極的に支援。 

（２）子育てをしながら働く行員への支援 

  ワークライフバランス支援勤務制度（こどもの養育や家族の介護のための勤務時

間短縮制度）や育児休業者向け復職支援カリキュラムを通じて子育てをしながら働

く行員を支援。 

 

■子どもたちへ「体験する機会」と「発表する機会」の提供 

（１）経済・金融教育 

項 目 概 要 対 象 

職場体験学習等 各学校の要請に基づき、営業店において銀

行業務を学ぶプログラムを実施。 

小学生～大

学生 

子どもアドベンチャ

ー 

 

横浜市教育委員会が夏休みに実施する体験

プログラムに毎年参加。本店営業部の見学

やお金の大切さを学ぶワークショップを実

施。平成１９年より継続。 

小学生 

 

 

全国高校生金融経済

クイズ選手権（エコノ

ミクス甲子園） 

クイズを通して金融経済を学ぶ「エコノミ

クス甲子園」の神奈川大会を主催。平成２

０年より継続。 

神奈川県内

の高校生 

寄附講座 地元大学との産学連携の取組みとして、横

浜銀行グループ社員らが講師となり、金融

システムや金融政策、銀行経営などをテー

マに特別講義を実施。 

大学生 

インターンシップ 学生の職業意識の醸成に協力するため、神

奈川県内の大学生を中心とした５日間のプ

ログラムを実施。 

大学生 

神奈川産学チャレン

ジプログラム 

神奈川経済同友会が主催する、学生の人材

育成を目的とした課題解決型研究コンペへ

の協力。 

大学生 

神奈川県版あしたね 職業学習用ウェブサイトの企画・運営に協

力。お取引先などを紹介し、将来の生き方

や働き方を考える機会を提供。 

小学生～高

校生 

おこづかいちょう・ 

ちょきんばこ 

金融教育を目的とした当行オリジナルのノ

ベルティ。口座開設者やＣＳＲイベント参

加者に配付。 

１８歳未満 
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（２）スポーツ 

項 目 概 要 対 象 

横浜銀行カップ 

神奈川県学童軟式野

球選手権大会 

毎年夏に、神奈川県内の各地区大会の優

勝・準優勝チームなど４２チームが参加す

る軟式野球大会に冠スポンサーとして応

援。平成２０年より継続。 

小学生 

はまぎんサッカー教

室 

 

プロの選手らを講師に迎えて、実践的な指

導を受けられるサッカー教室。平成１９年

より継続。 

幼稚園～小

学生 

 

（３）文化・芸術 

項 目 概 要 対 象 

はまぎん こども宇宙

科学館 

平成２０年よりネーミングライツを取得し

ているほか、宇宙や科学をテーマに、著名

人による講演会や工作教室などの冠イベン

トを開催。平成２５年度は開館３０周年を

記念して、「スペース・シミュレータ」と「階

段昇降車」を寄贈。 

小学生～中

学生 

神奈川フィルハーモ

ニー管弦楽団との連

携事業 

神奈川県唯一のプロオーケストラである神

奈川フィルと連携して、未就学児を対象と

したオーケストラコンサートや、小学校へ

の出張講演会を開催。 

未就学児～

小学生 

 

 
 

56/158



 

銀行名 横浜銀行 

タイトル 魅力あふれる地域づくり 

取組み内容 

【動機（経緯）】 

 本取組みは、魅力あふれる地域づくりに貢献する活動。 

 

■安心して暮らせるまちづくりのために 

（１）バリアフリーへの取組み 

  すべてのお客さまがご利用になりやすい店づくりの一環として、「サービス・ケ

ア・アテンダント」の資格取得を勧めており、これまでに約 300 人が資格を取得。

また、「筆談器」等のバリアフリーツールを備置。 

（２）ＡＥＤ（自動対外式除細動器） 

 ＡＥＤを国内すべての本支店に設置。管理役職者らが各自治体の消防署等で実施

している「普通救命講習」を受講。 

（３）「こども110番の店」活動 

子どもたちを犯罪から守るため、「こども110番の店」活動を神奈川県警察本部と

実施。こどもが身の危険を感じたときに駆け込んで助けを求めることができる避難

場所として、神奈川県内の有人店舗を提供。 

（４）お客さま用車いす 

お客さま用車いすを国内すべての本支店に設置。設置にあたり、車いすを使った

介助の方法や乗車体験などの事前研修会を各店で実施し、行員の応対力の向上をは

かっています。 

 

■独自性あふれる地域づくりのために 

（１）地方創生推進プロジェクトチームの設置 

  地方公共団体がまとめる「地方版総合戦略」の策定および推進に協力するため、「地

方創生推進プロジェクトチーム」を設置。産官学労言と連携し、地域金融機関が持

つ情報や知見等を生かして積極的にソリューションを提供。 

（２）地域畜産物のブランド力強化 

  地域畜産物のブランド力を強化するため、お客さまの神奈川県産食材の安定調達

と新商品の販路開拓に協力し、県産ブランド牛「やまゆり牛」を使用したカレーの

開発を支援。 

（３）横浜DeNAベイスターズとの取組み 

横浜 DeNA ベイスターズが毎年 8 月に開催している夏の一大イベント「YOKOHAMA 

STAR ☆NIGHT」に特別協賛をしているほか、勝利数に応じて金利の上乗せや、サイ

ン入りユニフォームが抽選であたる「横浜DeNAベイスターズ応援定期」を発売する

などの施策を展開。 

（４）地域イベントへの積極的な参加 

  各支店が「横浜マラソン」などのイベントや地元のお祭りなどにボランティア活

動に積極的に参加。 

（５）横浜銀行アイスアリーナ無料開放デーの開催 

  当行がオフィシャルパートナーとなっている「横浜銀行アイスアリーナ」に８０

０名をご招待するイベントを開催。 
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■女性が活躍できる社会づくりのために 

（１）女性経営者の活躍を応援 

  女性の活躍による地域経済活性化を応援するため、関連会社の浜銀総合研究所で

は女性経営者ならではの優れた経営手腕等を称える「ビジネスウーマン・アワード」

や「女性経営塾」を開催。 

（２）働く女性のゆたかな未来づくりを応援 

  働く女性たちの輝くライフスタイルの実現とゆたかな未来づくりを応援する

「HAMAKO プロジェクト」に取り組んでいる中で、資産運用などの「知っておきたい

お金の話」をお伝えする「ハッピー★マネー塾」などを開催。 

（３）行内の女性活躍への取組み 

  企業や社会全体を活性化する大きな力として期待される女性の活躍を推進するた

め、支店長級やそれに続く管理役職者にも積極的に登用。管理役職者前の女性行員

には、自らのキャリアビジョンを明確にするため、活躍する先輩女性行員の講演や

出席者同士のディスカッションをおこなう「女性塾」を実施。 
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銀行名 第四銀行 

タイトル 「だいしアカデミー」の開催 

取組み内容 

【経緯】 

・ 平成25年度に当行創立140周年事業として、今後の新潟を担う子どもたちの育成

支援のため、各分野でプロとして活躍する人々を講師として招き授業を行う「だ

いしアカデミー」を開始。 

・以前より社会貢献活動として行ってきた金融教育活動も「だいしアカデミー」

に統合した。 

 

【取り組み内容】 

・ 当行行員が講師を務める「金融」をはじめ、文化芸術やスポーツなどに親しむこ

とができる体験型の授業を数多く実施（科学・美術・野球・サッカーなど）。 

「金融」 

・ 本店営業部、高田営業部、長岡営業部にて「夏休み！銀行探検隊」として県内の

小学生とその保護者を招き、銀行内部を探検するなどして金融教育を実施。 

・ 上記とは別に、主に中高生を対象とした職場体験学習や出張授業など金融教育に

各営業店で積極的に取り組んでいる。 

・ また27年度は、地域の職業体験イベントに銀行の模擬店をブース出展し、子ど

もたちが銀行員とそのお客さまを体験。 

「科学」 

・新潟県立自然科学館と連携し、岩石から植物化石を取り出す化石発掘の作業を通

して、化石標本を作成。化石ができる過程を学ぶ。 

「美術」 

・地元の美術大学（長岡造形大学）と連携し、ガラスのお皿や、木枠と糸でタペス

トリー（壁掛け）をつくり、ものづくりを体験。世界にひとつだけのオリジナル

作品を作成。 

「クッキング」 

・地元の調理師専門学校と連携し、和菓子作りを通して、調理の楽しさを学んだほ

か、材料購入と出来上がった和菓子の販売の模擬体験を通して、お金の流れを学

ぶ取り組みを実施。 

「スポーツ」 

・アルビレックス新潟（サッカー）、アルビレックス BC（野球）、新潟アルビレッ

クス BB（バスケットボール）と連携し、試合招待やスタジアムのバックヤード

を見学するツアーを開催。 

 

【取り組みの効果】 

・ 「だいしアカデミー」全体では例年2,000名を超える子どもたちから参加をいた

だいている。参加者からは「普段はできない体験ができた」「夏休みの自由研究

のヒントになった」など、高い評価をいただいた。 

・ 特に金融のイベントについては「正しいお金の使い方を考えるよい機会になっ

た」「銀行員でないと入れない場所を見ることができてよかった」などの感想を

いただき、金融についての理解を深め、銀行を身近に感じていただくきっかけと

することができた。 

・ 講師を務めた行員自身も、「平易な言葉で金融を説明することの難しさを体験す

ること」などを通じて成長がみられた。 
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科学（かがく）

美術（びじゅつ）

金融（きんゆう）

人気企画の「夏休み！銀行探検隊」。
銀行内の見学やクイズなどを通じ
て、銀行の仕事や経済について学
びます。
（第四銀行職員）

岩石から植物化石を取り出す化石
発掘の作業を体験します。また、化
石や恐竜についてクイズで楽しく
学びます。
（共催：新潟県立自然科学館）

自分だけのデザインで、ガラスの
お皿や、木枠と糸でタペストリー
（壁掛け）を作り、ものづくりの喜び
や楽しさを体感します。
（共催：長岡造形大学） バスケットボール

プロの試合を間近で観戦します。
（新潟アルビレックスＢＢ）

プロの試合を間近で観戦します。
（新潟アルビレックス・ベースボール・クラブ）

野球（やきゅう）

第四銀行がこれまで営
業を続けてこられたの

は、

新潟の皆さんのおかげ
です。

感謝の気持ちを込めて
、これからの新潟をつ

くっていく

小学生、中学生の皆さ
んに色々な「体験」をプ

レゼントします！

サッカー

お問い合わせ先

くわしくは第四銀行ホームページ

銀行ってなにしているの？ 化石標本をつくろう！

「世界にひとつだけ」を
  つくろう！

クッキング

お買い物シミュレーションをとおし
て経済を学びながら、ひんやりつめ
たい和菓子の水まんじゅうづくりに
挑戦します。
（共催：にいがた製菓・調理師専門
 学校えぷろん）

夏にスッキリ！
和菓子作りに挑戦！

みんなのチケット代は
なにに使われているの？

NEW
簡単な経済の仕組みとスタジアムの舞台裏
を学べる特別なバックヤードツアーに参加。
ツアー後、プロの試合を間近で観戦します。
（共催：アルビレックス新潟）

各回20～40名程度
いずれも無料
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それぞれの内容詳細、お申し込みは第四銀行ホームページ（http://www.daishi-bank.co.jp/）の専用バナーより！

お問い合わせ先
くわしくは第四銀行ホームページ

各回20～40名程度

簡単な経済の仕組みとスタジアムの舞台
裏を学べる特別なバックヤードツアーに
参加。ツアー後、プロの試合を間近で観
戦します。（共催：アルビレックス新潟）

■対象：県内にお住まいの、サッカーが
好きな子どもたちとそのご家族

■場所：デンカビッグスワンスタジアム
■日程：９月１２日（土）、９月２６日（土）

サ
ッ
カ
ー

金
　
融

■対象：県内の子どもたちで
構成される
野球チーム

■場所：県内球場
■日程：ホームページにて

お知らせ

野
　
球

■対象：県内の子どもたちで
構成される
バスケットボールチーム

■場所：県内体育館
■日程：ホームページにて

お知らせ

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

人気企画の「夏休み！銀行探検隊」。
銀行内の見学やクイズなどを通じて、
銀行の仕事や経済について学びます。
（第四銀行職員）

■対象：
■場所：
   （日程）

県内にお住まいの親子
第四銀行 本　　　店
第四銀行 長岡営業部
第四銀行 高田営業部

プロの試合を
間近で観戦します。
（新潟アルビレックス・
  ベースボール・クラブ）

プロの試合を
間近で観戦します。
（新潟アルビレックスＢＢ）

この「だいしアカデミー」は、新潟の未来を担う子どもたちに感性を育んでいただくための取り組みです。地域の
皆さまへの感謝を込め、平成２５年度の第四銀行創立１４０周年を記念して始めました。今年は、一部の授業に銀行
の仕組みや簡単な経済のお話を組み入れています。「だいしアカデミー」で、それぞれの分野で活躍するプロに接
するなど特別な体験を通し、「好きなことを伸ばす」「初めての経験で学ぶ」助けとしていただければ幸いです。

保護者の方へ

銀 行ってなにしているの？

みんなのチケット代は
なにに使われているの？

■対象：
■場所：
■日程：

県内にお住まいの親子
新潟県立自然科学館
8月10日（月）
8月11日（火）

化石標本をつくろう！
岩石から植物化石を取り出す化石発掘の作業を体験
します。また、化石や恐竜についてクイズで楽しく学び
ます。（共催：新潟県立自然科学館）

科
　
学

美
　
術

■対象：
■場所：
■日程：

県内にお住まいの親子
長岡造形大学
7月29日（水）
7月30日（木）

「世界にひとつだけ」をつくろう！
自分だけのデザインで、ガラスのお皿や、木枠と糸で
タペストリー（壁掛け）を作り、ものづくりの喜びや楽し
さを体感します。（共催：長岡造形大学）

お買い物シミュレーションをとおして経済を学びなが
ら、ひんやりつめたい和菓子の水まんじゅうづくりに
挑戦します。
（共催：にいがた製菓・調理師専門学校えぷろん）

■対象：
■場所：
■日程：

県内にお住まいの親子
にいがた製菓・調理師専門学校えぷろん
８月４日（火）
８月６日（木）

ク
ッ
キ
ン
グ

夏にスッキリ！ 和 菓子作りに挑戦！NEW

／８月５日（水）、８月７日（金）
／8月17日（月）
／8月 7日（金）
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銀行名 山梨中央銀行 

タイトル 職場体験学習の受入れ 

取組み内容 

 

【取組み経緯】 

・各学校が「道徳」や「総合学習」などの授業の一環として実施している職場体験学

習に協力している。 

 
 

【取組み内容】 

・内容 

― 銀行業務の説明、当行の概況 

― 支店（営業室など）見学 

― 応対・電話マナー、札勘・加算機体験 

― ロビーでのお客様対応（あいさつ、送迎など） 

― 質疑応答など 

・平成27年度実績 

― 実施回数  13回  

― 参加人数  82名 

 

【取組みの成果】 

・毎年多くの学校からの要請により、小学校低学年の職場見学から大学生への講義

まで、幅広く受け入れている。「銀行の仕事を知ることができた」「自分の生き方

や将来の進路を考える機会になった」などの好意的な感想をいただいており、有

意義なキャリア教育の機会として、各学校からの受入れ要請が多く寄せられてい

る。 
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銀行名 山梨中央銀行 

タイトル 森林整備事業（里地里山保全事業）の実施 

取組み内容 

 

【取組み経緯】 

・平成 22年 9月に、環境保全活動に対する基本的な考え方を明確化するとともに、

役職員一人ひとりが自らの役割を自覚するため「環境方針」を制定した。 

その環境方針のもと、平成 23 年 8 月から持続可能な社会の形成に向けた環境保

全活動として実施している。 
 

  

【取組み内容】 

・内容 

― 耕作放棄地での野菜栽培等 

 耕作放棄地（653 ㎡）において、スイートコーンやジャガイモ等を栽培。 

― 森林の整備 

  荒廃した森林（4,759 ㎡）の間伐、山桜等 600 本の植樹、下草刈り。 

・平成27年度実績 

― 実施回数  5回  

― 参加人数 385名（平成23年8月以降延べ1,875名） 

 

 

【取組みの成果】 

・毎回約100名が参加しており、役職員の環境問題への意識を高めるきっかけとな

っている。また、本事業は地元の農業関係者の協力のもと実施しており、地域の

皆さまとの親交も図られている。 
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銀行名 八十二銀行 

タイトル 地域貢献に関する取組み（金融経済教育への取組み） 

取組み内容 

１． 小学校 

本部にて札勘定等の簡単な業務を経験する、職場体験学習を実施 

 

２． 中学校・高等学校 

（１）営業店で職場体験学習を実施。実際の業務を 1～2日間で体験する。 

（２）高等学校ではエコノミクス甲子園を開催。開催前に参加者向けに各校へ行員

が出向き、金融経済の講義を実施。 

 

３． 大学 

信州大学経済学部にて、「地域活性化と金融」をテーマに、法人部副部長が当行

の取組を解説する講義を実施。 

以 上 
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銀行名 八十二銀行 

タイトル 「八十二の森」活動の実施 

取組み内容 

１．概要 

（１）当行のふるさとの森である長野県の森林を守るため、21年より「八十二の森」

活動を実施。 

（２）長野県内５ヵ所の「八十二の森」活動拠点で、職員による森林整備活動を実

施。 

（３）27年度は、10回の活動に延べ 902 名の役職員・家族が参加し、下草刈り、

間伐、植樹、食害防止ネット巻等を実施。 

 

２．目的 

  森林整備活動を通じ、ふるさとの森林を守るとともに森林による CO2 吸収効果

を高め、地球温暖化防止に貢献してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 
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銀行名 八十二銀行 

タイトル 環境ボランティアの実施 

取組み内容 

１．概要 

（１）当行は従来から「環境ボランティア活動」を積極的に実施。 

（２）27年度は、各地で行政・NPO 主催の森林整備、特定外来生物駆除、清掃活動

などの環境ボランティアに延べ 4,527 名の役職員が参加。 

（３）27年度からは、生物多様性保全活動の一環として、特定外来生物「アレチウ

リ」の駆除ボランティアを実施。また、7～9月にかけて、小諸市・駒ヶ根市

において合計７回のボランティアを実施し、延べ 135 名の役職員が参加。 

 

 

 

 

 

 

以 上 
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銀行名 八十二銀行 

タイトル 環境教育の実施 

取組み内容 

１．概要 

（１）当行は地域社会の未来を担う子供たちへの環境教育を実施。 

（２）これまでに長野県内外の小学生約 1,000 名に対し、当行独自に Kids’ISO プ

ログラムの実施を支援。 

（３）20年度からは長野県の「キッズ ISO プログラム事業」に協力し、ワークブッ

ク購入資金の支援を実施。27年度は小学生延べ 163 名の環境教育を実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 

 

 

職員の子どもに対して環境教育を実施 

 

職員の子どもが Kids’ISO初級編国際認定証を授与 
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銀行名 北陸銀行 

タイトル 金融経済教育への取組み 

取組み内容 

 

【動機】 

 学生や子供たちに金融・経済・お金のことに関する知識を幅広く習得する機会を

提供することで、金融知識の普及に努める。 

 

【取り組み内容】 

１.「エコノミクス甲子園富山大会・福井大会」の主催 

（１）高校生にクイズを楽しみながら金融・経済に関する知識を習得してもらうと

共にお金との関わり方等を考えるきっかけを提供する。 

（２）参加者： 

  ・富山大会：29チーム 58名 

  ・福井大会：29チーム 57名 

 

２．各支店での「14歳の挑戦」「銀行見学」受入 

  小学生の銀行見学や、中学生の職場体験である「14 歳の挑戦」の受入を各支

店で実施。 

 

３．包括連携協力協定締結大学との連携 

（１）富山大学・金沢大学での寄付講座開催 

  包括連携協力協定を締結している富山大学・金沢大学で寄付講座を開講。役職

員を派遣し、金融という視点から地域社会や地域経済を考えるような講義を実

施。 

（２）金沢大学・富山大学・富山県立大学合同中国・大連派遣研修の実施 

  中国・大連に学生（平成27年実績18名）を派遣することで、グローバル社会

で活躍できる国際感覚を身に着けた人材の育成に努めている。  

 

【取組み成果】 

 エコノミクス甲子園や銀行見学等を開催することで、金融・経済を学ぶ機会を提

供し、金融知力の普及に努めていく。 

 

以 上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（写真はエコノミクス甲子園と銀行見学の様子） 
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銀行名 北陸銀行 

タイトル 環境問題への取組み 

取組み内容 

 

【動機】 

 各地域で清掃活動や植樹活動に積極的に参加し、環境保全及び自然保護に努め

る。 

 

【取組み内容】 

１．G7環境相会合を前にした一斉清掃に参加 

  5 月に富山市で開催された G7 環境相会合を前にした一斉清掃に参加。環境相

会合会場周辺や支店周辺など各地での清掃活動に行員約290名が参加。 

 

２．植樹活動に参加 

  世界遺産・五箇山の合掌造りに使用される小茅の植栽、桜の植樹活動に行員約

90名が参加。 

 

３．環境評価融資「エコリードマスター」・「エコ私募債」の活用 

  環境に配慮した企業活動を行う取引先に対して金利等の条件を優遇すること

で、資金調達を支援し、地域社会の一員として環境保全に取組んでいる 

平成27年度実績：環境評価融資「エコリードマスター」  

6件  2,566百万円 

         「エコ私募債」      

31件  2,840百万円 

 

【取組み成果】 

地域社会の一員として清掃活動等に取り組むことで、環境保全及び環境保全意識

の向上に努めていく。 

 

以 上 

 

 

 

 

 

 

 

 

（写真はG7環境相会合を前にした一斉清掃と植樹活動の様子） 
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銀行名 北陸銀行 

タイトル 地域貢献に関する取組み 

取組み内容 

 

【動機】 

 経営理念である「地域共栄」の下、銀行業務以外にも、地域行事・ボランティア

活動等への参加を通して地域貢献に寄与する。 

 

【取組み内容】 

１．富山マラソン・金沢マラソン開催へのボランティア参加  

  昨年秋に開催された富山マラソンと金沢マラソンに、運営スタッフとして行員

100名以上が給水所やゴール会場での完走証発行等のボランティアに参加。 

 

２．富山駅・高岡駅・魚津駅での合格祈願祭開催 

  受験生等の合格を祈願し、毎年1月に富山駅・高岡駅・魚津駅で合格祈願祭を

開催。会場では、機関車のスリップを防ぐために使用する砂を利用したお守り「す

べらサンド」と合格祈願湯を配布し、受験生の合格を祈願した。 

 

３．各支店での地域行事参加 

 各地域で開催される地域行事に、各支店単位で参加し、地域貢献に寄与。 

 

【取組み成果】 

 行員一人一人が地域貢献への取組みを通じて、経営理念である「地域共栄」の実

現に努めている。 

 

以 上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（写真は富山マラソンでのボランティア参加と合格祈願祭の様子） 
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銀行名 富山銀行 

タイトル 高岡法科大学経済学部での寄附講座「銀行論」の実施 

取組み内容 

  

高岡法科大学において平成27年前学期の間、全14時限に亘り、当行役職員らが

講師を務めて寄附講義「銀行論」を実施しました。 

 地域貢献・文化支援活動の一環として平成25年より隔年で実施しており、今回

で2回目となります。 
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銀行名 富山銀行 

タイトル 「全店一斉ボランティア清掃活動」の実施 

取組み内容 

  

 平成27年7月、「全店一斉ボランティア清掃活動」を実施しました。 

 当行では、創立40周年（平成6年2月）から毎年ボランティア清掃活動を全行

挙げて実施しており、今年で延べ25回目となります。今回も営業店ごとに、県内

計37カ所で実施しました。 

また、平成28年4月、ボランティア清掃活動が長年にわたり近隣地域の住みよ

い環境づくりに貢献していることを評価され、県土美化推進県民会議において表彰

されました。 
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銀行名 富山銀行 

タイトル 「社会に学ぶ14歳の挑戦」の受け入れ 

取組み内容 

  

 ４つの支店において、「社会に学ぶ14歳の挑戦」として地元の中学生9名を受け

入れました。主な活動として、支店・本部の見学、自分の口座作成、お取引先へ支

店長らと同行訪問、あいさつ・言葉遣い・身だしなみのレクチャー等を行い、充実

した時間を過ごしました。 
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銀行名 富山銀行 

タイトル 「夢作文大募集13」の実施 

取組み内容 

  

 県内の小学生を対象に「夢」をテーマとした作文を募集する企画である「夢作文

大募集」を実施しました。 

 本企画は、次代を担う子供たちが夢をもって健やかに成長することを願い、平成

15年度より毎年実施している取組みで、今回で13回目を迎えました。 
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銀行名 富山銀行 

タイトル 「ポエム大賞」および「ポエム教室」の実施 

取組み内容 

  

 小・中・高校生を対象に詩を募集する企画である「高岡・山町ポエム大賞」を実

施しており、毎年、直木賞作家のねじめ正一氏に選者を務めていただくとともに、

県内各地の小学校等で「ポエム出前教室」を開催しています。ポエム大賞は今年で

13回目を迎えました。 
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